






























































































































閉鎖持続時間 後続子音 後続子音の帯気性 アクセント型
表記

















































I~ 判断境界値60ms 80ms 10臼ns 12白ns 140ms 160ms 180ms 20白ns 22白ns 240ms の平均値
k-hm 19% 5首 4似 58略 81出 98首 95略 97出 86唱 91出 116.臼ns
k-hy 12% 35首 53百 7側 77出 97首 95略 91出 97略 88唱 106. 7ms 
k一釧 21出 16% 49% 77目 65唱 77百 91略 95唱 95出 91出 114. 7ms 
k ay 16% 51百 23同 79略 65覧 93百 93略 81略 98% gg首 110. 9ms 
t-hm 7弛 9出 30% 56% 6側 72首 79略 97出 95出 93覧 129. 5ms 
t-hy 23出 33首 58出 74% 81拡 93出 88悦 98弛 93拡 93出 103. Oms 
t-am 7出 19% 28出 37略 58出 72出 79唱 81略 77覧 93首 139. 8ms 
t ay 23出 37出 74＇百 67略 91出 93% 93% 93% 95覧 81出 10. 2ms 
p hm 23百 16首 3CY';i, 7＇.日 44覧 56＇百 8-t出 8-t判 79世 88出 151. 9ms 
p hy 14＇出 16同 1鍬 67出 6切4 88出 67覧 86% 98判 98同 127. 2ms 
P ・am 21百 33首 1鍬 74＇出 63略 88判 93略 98出 91出 93拡 115. 6ms 
p-ay 21百 35百 21百 42時 42% 4切6 81略 93略 93覧 gg首 135. 6ms 
表2を横に見て行くと分かるように、学習者の促音の判断率は閉鎖持続時間が長く
































（有気・無気）×アクセント型（平板・頭高）×後続子音種（／ tんIP/,I k ／）の3
要因分散分析を行ったところ、アクセント型の2水準（平板・頭高）には有意差が見





















































































無気）×アクセント型（平板・頭高）×後続子音種 Ut /, IP/, I k ／）の3要因分散
分析を行った。
その結果、帯気性の主効果が見られた（F=27.684, p <O. 01）。それが、有気のほ
うが無気より短い閉鎖持続時間で促音と知覚されている。後続子音種にも主効果がみ
られた（F=20.667, p <O. 01）。それが、後続子音の／k／において、最も短い閉鎖持続
時間で促音と知覚され、次が／t人 ／p／の場合は最も長い閉鎖持続時間で促音と知覚
されている。




















有気 I p =O. 388 
無気 ｜ pニ0.014 * 







p <O. 01 ＊＊ 
p =O. 04 * 



















p =O. 049 







I kl, It I p =O. 358 
有気 /k/,/p/ p <O. 01 ＊＊ 
It/, I vi p <O. 01 ＊＊ 
/k/, I ti p <O. 01 ＊＊ 
鑑気 /k/,/p/ p <O. 01 ＊＊ 
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